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新庄中核工業団地

新庄横根山工業団地

■分譲開始 ：昭和５９年

■面 積 ：２０７ヘクタール

■立地企業数 ：５６社

■従業員数 ：１，８６３名（正社員・パート含む）

■その他 ：令和４年度分譲完了

■分譲開始 ：昭和５４年

■面 積 ：２１．５ヘクタール

■立地企業数 ：１１社

■従業員数 ：７０５名（正社員・パート含む）

■その他 ：平成２年度分譲完了

新庄市内には新庄中核工業団地と新庄横根山工業団地の２つの工業団地があり、いずれの工業団地も東北中央自動車道のICに近接しています。
新庄横根山工業団地は平成２年度に分譲を完了しており、新庄中核工業団地も令和４年度に分譲を完了しています。

新庄市の２つの工業団地

図：山形県内高規格道路図R6.12.7時点（山形河川国道事務所HP）
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新庄中核工業団地の立地状況 操業企業数 分譲率（％）

尾花沢新庄道路
尾花沢～野黒沢
H26.11開通

大石田村山
～尾花沢
H30.4開通

村山本飯田
～大石田村山
H3.12開通

①東根北
～村山本飯田
R4.10開通

②新庄鮭川
～新庄真室川
R4.11開通

東北中央自動車道の延伸にともない、新庄中核工業団地においては順調に企業進出が順調に進み、令和４年度に分譲率が100％となりました。

東北中央自動車道と新庄中核工業団地
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Q1.交通・物流環境の総合評価（単一回答）
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Q2.交通・物流環境の個別評価（単一回答）

製造業を中心にした市内企業88社（回答44社、回答率50.0％）を対象にしたアンケートでは、交通・物流環境について「まずまず満
足」が65.1％、個別評価では東北中央自動車道等の利便性について「まずまず満足」が90.5％の結果となりました。
市内既立地企業においては、東北中央自動車道等の整備による交通・物流環境の利便性向上により、立地環境の満足度がさらに向上して

いくものと推察されます。

出典：2024年度新庄市企業立地アンケートより抜粋（新庄市商工観光課調べ）

市内立地企業の交通・物流環境の評価



本市では、東北中央自動車道等の整備進展により、新たな企業進出や既立地

企業の事業拡大などの効果が現れています。

また、企業進出および既立地企業においては、高速道路等の交通・物流環境

が企業活動において非常に重要視されています。

今後とも、物流の効率化や新たなものの流れによる取引拡大が図られること

により、地域経済の活性化が図られるものと思われます。

東北中央自動車道と本市の工業振興の状況について
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新庄市の主な観光イベント

本市最大の観光イベント「新庄まつり」を
はじめ四季折々の各種観光イベントを開催

コロナ禍以降、観光客数も回復傾向にある」

春
Spring

夏
Summer

秋
Autumn

冬
Winter

春まつり カド焼きまつり

新庄まつり kitokitoMARCHE

味覚まつり 新庄そばまつり

新庄雪まつり 雪国ワンダーランド



観光振興を取り巻く状況

コロナ禍を経て、旅行者の形態が団体旅行から
個人旅行へシフトしてきている。」

１．旅行スタイルの変化

観覧するだけでなく、行事への参加や体験、
地域ならではの「食」や「文化」、「歴史」や「自然」
など体験や交流に重きがおかれるようになった。」

２．観光需要の変化

車でのアクセスの向上により、地域内の周遊性の向上や
地域間の移動の利便性が高まり、滞在時間を長くするこ
とが可能となった。

３．東北中央自動車道延伸の効果

これらの観光振興を取り巻く変化を踏まえ、これまでの
イベント開催による交流人口の拡大という考え方から、
個人や小人数のグループが、いつきても楽しめる通年型
の観光コンテンツの整備が求められるようになった。

団体旅行」 個人旅行」

催事・イベント」 通年観光」

周遊促進」



今後の観光コンテンツ整備

１．中心市街地への誘導

東北中央道の延伸により、アクセスが向上し、
道路利用者の利便性が向上した一方で、市内中
心部への回遊の減少が危惧されている。

２．目的地型の「道の駅」整備

目的地として街なかへ誘導するため、新庄鮭川
ICから２キロ程度の市内中心部北部の新庄市エ
コロジーガーデンに「道の駅」の整備を進めて
いる。今年秋に開業の予定。

新庄市
エコロジーガーデン

３．新庄IC付近「道の駅」の検討

最上郡８市町村への回遊を目指して、近隣町村
と勉強会を開催し、新庄IC付近への「道の駅」
整備に向けた検討も同時に進めていく。



道の駅「新庄エコロジーガーデン原蚕の杜」

トイレ休憩施設を新たに整備し、既存の
登録文化財建造物を活用した「道の駅」
で、「歴史・文化」「食・交流」「自
然・体験」を切り口とした通年観光が可
能な事業展開に向けて施設運営手法を検
討している。



ご清聴ありがとうございました。
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